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震災復興をテーマにした教科横断的な授業の提案 

―新聞を活用した教育実践― 

 菊地 洋・麦倉 哲* , 七木田 俊・及川 仁** 
*岩手大学教育学部, **岩手大学教育学部附属中学校 

（平成２９年３月９日受理） 

 
はじめに 

 今回のプロジェクトでは，2 つのテーマを設定

した。ひとつは，学部教員の専門性・学問的知見

を中学校の教科に反映させた授業づくりである。

もうひとつは，附属中がＮＩＥ実践指定校となっ

たことから，新聞を活用した授業つくりである。  
この 2 つのテーマをどのように融合させた授業を

つくるかについては，学部教員・附属中教員で何

度も協議を重ねた。その結果，「震災・復興」に関

して大槌町を中心に仮設住民の調査をしている学

部教員が知り得た学問的知見を附属中の生徒達に

直接伝える機会を設けること，その知見を生徒に

定着・深化させるために，教材として新聞を用い

た授業を構成することを中心に本プロジェクトを

進めることとした。なお，このプロジェクトで企

画した授業は，附属中教員の働きかけで，教科横

断的な単元構成へと展開することができた。限ら

れた授業時間数であるにもかかわらず，この企画

へご協力いただいた附属中の皆様に心より感謝を

申し上げたい。 
 

１：本プロジェクトの問題意識 

  社会科の目標として『「公民的資質」の基礎を養

う』と掲げられているが，公民的分野にとどまら

ず，地理的分野・歴史的分野でどのようなことを

実践するかは具体的にイメージしにくいものであ

る。今回，附属中が NIE 実践指定校に選ばれ，平

成 30 年度の大会開催に向けて，新聞を用いた実践

授業を継続的に検討できる機会を得ることになっ

た。そこで，大会開催時に 3 年生となる学年＝現

在の 1 年生が受講する地理的分野で具体的などの

ような授業が可能かを提案することを目的とした。

その際，震災・防災をひとつのキーワードにして，

学部教員（社会学・法学等）の専門的な学問的知

見を授業で活用すると同時に，生徒が居住する地

域特性に応じた防災意識を育成するために，新聞

をどのように活用させるかも検討した授業案を提

案することにした。 
 そもそも，社会科における「公民的資質」の涵

養には，社会参画の理念などを基礎にして，生徒

自らと地域社会・現実社会との結びつきを具体的

に意識づけさせることが重要となる。そこで，授

業と現実社会がどのように関連しているかをモデ

ル化してみたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

A：現実社会の理論・争点を教室に持ち込む 
（教室の社会化） 

B：生徒の知りたいことを教室空間の中核に据

える（生徒側の視点／興味・関心の取り込み） 
C：科学的な知見（知識・方法）を学びの基盤

に据える（授業者の視点／専門性の深化） 
D：教室空間での学びを現実社会へフィードバ

現 実 社 会 

教室（授業） 

A D 

B C 
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ック（「公民的資質」の基礎（市民性）の形

成） 
現実社会と教室空間の多層的・再帰的な関わり

の中で，教材として新聞を用いるということはど

のような意味（位置づけ）で用いるかを検討する

ことが必要になる。具体的には，イメージ図の矢

印Ａの部分（授業の導入など）における「教室の

社会化を補助するもの」としての利用となるのか，

矢印Ｂの部分（協同的な学び・活動など）におけ

る「生徒の知りたいことの補強」としての利用な

のか，またはそれ以外での活用を模索するのかと

いったことが考えられるだろう。 
しかし，社会科の授業におけるこれらの選択肢

は，補助教材としての「新聞」という概念を脱却

できていないのではないだろうか。「中学校学習指

導要領解説 社会編」〈地理的分野〉において，新

聞と記載されている箇所は以下の通りである。 
目標（４）「地域調査など具体的な活動を通して

地理的事象に対する関心を高め，様々な資料を適

切に選択，活用して地理的事象を多面的・多角的

に考察し公正に判断するとともに適切に表現する

能力や態度を育てる」の解説において，「地理的分

野の学習で活用できる資料としては，地図，統計，

新聞，写真，紀行文など種々あるが，その中でも

最も重要な役割を果たしているのが地図である。

現代のように地域間の交流の盛んな時代において

は，社会的事象を位置や距離関係を考慮して地図

上でとらえることが効果的であり，大切なことと

なっている」との記述がある。また，内容の中項

目「エ 世界の様々な地域の調査」の解説部分に

「学習した地理的事象の中で，さらに追究してみ

たくなった内容や日ごろからの興味・関心を抱い

たり，新聞・テレビなどで話題になったりしてい

る地理的事象を整理しながら，その中から適切な

主題を決定させる学習を丁寧に進めることが望ま

れる」との記述がある。 
また，内容の取扱い（２）ア「地理的な見方や

考え方及び地図の読図や作図，景観写真の読み取

りなど地理的技能を身に付けることができるよう

系統性に留意して計画的に指導すること。その際，

教科用図書「地図」を十分に活用すること」の解

説に，解説① 地理情報の活用に関する技能 の部

分に Ｃ「テレビや新聞など，特に地理情報とし

て提供されたものでない情報を，どのように加工，

処理すれば地理情報として活用が可能となるか，

情報の地理情報化の視点や方法を身に付ける」と

いう記述がある。 
NIE の 3 要素として，「新聞をつくる」「新聞を

活用する」「新聞の機能を知る」が挙げられている。

従来，社会科では情報の的確な読み取りと活用力

をどのように身につけさせるのかという点で，上

記 3 要素の「新聞の活用」を軸に多くの授業研究

がなされてきたといえるだろう。そこで，私たち

は，今回の研究授業では，授業で理解した知見を

まとめ伝える（現実社会へフィードバック）とい

う観点で「新聞をつくる」という側面，矢印Ｄの

部分も取り入れたかたちで検討がなされてもよい

のではないかという共通認識にいたった。これは，

いわゆる各教科に求められている「言語活動」の

充実の部分に該当する。しかし，社会科における

資料等から自分の意見を「まとめる」という行為

で求められる評価の観点と国語科における「まと

める」という行為に求められる評価の観点には違

いがある。社会科の場合，当該単元での知識・理

解の定着ができているかが重視され，相手へどの

ように伝えるかといった側面の指導は難しい。 
一方，国語科においては，「必要な情報を集める

ための方法とは，必要な情報があるかどうかを，

本の表題や目次，索引等から判断したり，新聞の

紙面構成等に基づいて，必要な部分を探して読ん

だりするなど，それぞれの資料の特性を生かした

読み方をすること」（中１ 読むこと 解説），「新

聞やインターネット，学校図書館等を活用して得

た情報を比較する」（中 2  読むこと 言語活動

例），「論説や報道などに盛り込まれた情報を比較

して読む言語活動」（中３ 読むこと 言語活動例）
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にあるように，情報の的確な読み取りと活用力を

育むための段階的な指導がなされている（参照：

ホームページ「NIE 教育に新聞を」）。 
それゆえ，今回の研究では，実際に学部教員が

附属中教員と連携して実施する授業から「自助・

共助・公助」の意味内容を生徒に定着した知識と

するために，『はがき新聞』の作成を通じて，社会

科で得た知見を相手に伝えるために「まとめる」

ことにどのような工夫が必要となるのかを考えさ

せる授業を，国語科・美術科の教科横断的な構成

とすることとした。 
 

２：本プロジェクトで企画した単元構成 

 今回，「震災・復興」をどの単元で扱うかを検討

した結果，１年次で扱う『中学校学習指導要領社

会編』（平成 20 年 9 月）における地理的分野の内

容「（２）日本の様々な地域」のねらいである「『世

界の様々な地域』の学習成果を踏まえ，日本及び

日本の諸地域の地域的特色をとらえる学習を通し

て，国土の理解を深める」ための中項目「イ 世

界と比べた日本の地域的特色」を構成する小項目

の１つである「（ア）自然環境」のなかで，「自然

災害と防災」という単元を設け，これを核とした

教科横断型，復興教育的内容，ＮＩＥ的要素を盛

り込んだ単元構成とした。 
 
 １…自助・共助・公助（社会科） 

 ２…自助・共助・公助を新聞から知ろう（社会

科） 

 ３…調べたことをはがき新聞にまとめよう（国

語科） 

 ４…まとめたことを交流しよう（国語科） 

 ５…はがき新聞を仕上げよう（美術科） 
 
また，実施時期については，地理分野の単元の

進度及び震災に近い時期の方が生徒にとって「自

助・共助・公助」の理解を深めることになるだろ

うとの判断から，平成29年2月上旬の実施とした。 

３：単元を通じた指導の構想 

 本稿では，今回の企画の主軸となる社会科の領

域について簡単に触れておきたい。 
生徒にとって今もなお鮮烈な記憶として残る東

日本大震災を事例に，自然災害に対する備えにつ

いて考えさせることになる。１時限目では，学部

教員の専門的知識（学問知）として，本学部社会

学研究室による『岩手県大槌町避難所調査報告書』

における「大槌町避難行動調査」を主な資料に，

自然災害の備えについて考えさせる。この調査を

みると，地震津波から避難する際に「自助」，「共

助」，「公助」のいずれの視点も欠かすことができ

なかったことが明らかである。生徒の思考に寄り

添いながら，多面的に災害に備える必要性につい

てよりリアルに掴ませ，最終的には，自然災害か

ら身を守るためにはどうしたらよいか，学習を基

に自分なりの言葉でまとめさせることになる。２

時限目では，前時で学んだ「自助・共助・公助」

の概念を具体的に定着させるために，最近の新聞

記事から「自助」「共助」「公助」のいずれかの記

事をひとつ選び，記事の内容を要約させる。その

際に，前時の学部教員による授業で学んだこと（気

づいたこと）も含意させたうえでのまとめをさせ

ることになる（なお，この 2 時限分の授業では，

「はがき新聞」の作成について生徒に伝えないま

まに授業をすすめる）。 
国語科が担当する 2 時限分の授業では，社会科

では十分とはいえない「まとめ方」についての学

習になる。社会科の授業展開の終結時に行われる

「本時のまとめ」では，生徒のまとめは多弁にな

りがちでコンパクトにまとめるという着想に欠け

るものが多い。「はがき新聞」の作成で必要なこと

は，はがきという小さなスペースゆえに文字数が

限られることから，読み手を意識して，何をどの

ように伝えるのかという目的をもって作成するこ

とが必要となる。そこで，2 時限分を用いて，新

聞記事として要約して相手に伝えるために必要な

手法，特に，新聞記事の構造を理解し，必要な情
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報を的確に相手に伝えるためのスキルを学ぶこと

になる。そして，美術科の１時限分では，相手に

効果的に伝えるためにレタリングなどを施し，は

がき新聞を仕上げることになる。 
 

４：研究授業概要 

社会 1 時限目 実施日平成 29 年 2 月 10 日（金） 
ここでは，紙面の関係で，社会の 1 時間目の授

業について，記載することにしたい。 
本時では，附属中の 1 年生 160 名を体育館に集

めて，60 分間の授業を実施。 
― 授業展開 ― 

導入：ニュース映像で盛岡に関する洪水のシミュ

レーション場面を再度視聴 
 → 自然災害が人命を脅かす危険性があること

を実感させる。 

学習課題：自然災害から身を守るためには，どの

ようにすればよいのだろう？ 

 
展開：学習課題に対する自分の考え方をまとめる 
 → 自然災害全般ととらえた際，身を守る術と

して共通しているものを記述させる。 
（生徒の反応） 
 食糧を備えて準備をする，荷物をまとめる 
家族で避難場所の確認，災害の知識を持つ 等 

 
震災後，聞き取り調査をしている学部教員（麦倉）

からの講義（約 15 分） 
 『津波防災における自助・共助・公助』 

 

《学部教員による解説の途中，適時附属中教員が

入りフォローすることで，専門性を落とさずに

中学生にわかりやすい内容を心がけた》 
 → この講義を通じて，「自助・共助・公助」の

視点を学ぶ 
 
【自助に関して】 
実際に津波被害にあった人から，当時の行動を伺い

ました。 

 
※提示時は数値を空欄にした 

（発問）皆さん自身，避難場所・避難経路を知っ

ていますか？（附属中教員） 
 →よく知っている／ある程度知っている／あま

り知らない／ほどんど知らない で挙手させ

自分たちの現状を確認させたうえで，大槌町

の調査結果との比較をし，当該地域が防災に

対して意識の高い地域であったことを理解さ

せる。 

 
（解説）「津波だ，逃げろ」という声で逃げたよう

に，自分で自分の身を守ることが『自助』で

はあるが，知識・実践（訓練）があって身に

付いていないと災害時には行動できない（学

部教員） 
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【共助に関して】 

 
（解説）被災したＡさんの行動を地図上で示しま

した。地震発生時，会議中であったがすぐに自

宅の要援護者のおばあさんを助けるために自宅

にもどる。しかし，おばあさんは，周辺の人の

助け合いにより既に避難。その後，直ちに自ら

も避難すべきであったが，山側を通り，沿岸に

ある自分の作業場を確認し行き，また山側を通

り避難所へ（学部教員） 
 →この人はどういった方ですか？（附属中教員） 
 →地区の消防団長まで勤め，防災に関する知識

と経験のある方であった（学部教員） 

 

（解説）この地区では，いろんな立場の人がみん

なで相談して，自らを守る計画を立てた。そ

れがこのマップになります。行政が作成され

たマップとは異なる避難場所が記載されてい

ます（学部教員）。 
  →自分たちで地図上のオレンジの場所を指定

しているのですね（附属中教員）。 
 

【公助に関して】 

 

（解説）公助には防潮堤や防波堤など様々なイン

フラを作るというハード面だけでなく，自分た

ちで解決できないことを行政と相談して進める

ということもある。この図はこの地区の防災計

画に従い，避難路を検討したものである。 

 

（解説） 
犠牲者のうち，子どもの被害が少ないのは，発

災時子どもたちは学校にいたからある。これも

学校が子どもたちを守る＝公助といえるかもし

れない（学部教員）。 
【まとめ】 
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（解説）このように自助と共助は地域をベースに

して，自分の身は自分で守るという自助の意識

を高めると同時に，世代を超えた共助をつくる。

その下支えをする公助も重要。公的な役割をも

った人々が地域に配属されていることが重要で

ある（学部教員）。 
          

ここまでの学部教員の授業をうけて 
「学習課題に対する考え方」について，自分は「自

助・共助・公助」のどの視点から考えていたのか

を確認させる。 
 次に，活動として，東日本大震災における大槌

町吉里吉里地区における避難行動調査を事例に，

実際の行動を想起させる。 
・「避難が早かった理由」上位 3 位を個人で予想 
→個人の考えを持ち寄り，小グループで上位 3 つ

を予想。 
→「避難が早かった理由」が自助・共助・公助の

３つにグルーピングされることを知る。 

 
（吉里吉里地区のデータを用いた授業部分につい

ては，2 年前に実施した「法学的視点を踏まえた

防災・復興教育の検討―附属中における実践を踏

まえて―」（岩手大学教育学部プロジェクト推進事

業教育実践研究論文集 第 2 巻 2015）を参照） 
 
終結：本時についてまとめる 
（発問）自然災害から身を守るためにはどのよう

にすればよいか，自助・共助・公助をつかって

まとめる。 

・生徒記述例① 

生徒記述例② 

 
生徒記述例③ 

 

まとめと考察 

 今回のプロジェクトで実施した授業案は，教科

横断的なもので，2 月のひと月をかけて実施して

いることから，本稿執筆時点において実施した 5
校時分すべての授業内容を分析できているわけで

はない。特に，この授業の最終目的である「はが

き新聞」として作成されたものが，学部教員によ

る授業で学んだ「自助・共助・公助」の意味内容

を理解し，社会科 2 時限目で選択した新聞記事を

咀嚼し深化させているかについては，時間をかけ

た分析が必要と思われる。この分析結果について

は，別の機会に報告させていただきたい。 
（文責：菊地 洋） 




